
 

平成３１年度事業報告 

Ⅰ．事業概要 

 東日本大震災から９年が経過しました。平成２３年度から令和２年度（平成

３２年度)までの１０年間を復興目標とした多賀城市震災復興計画も、発展期の

最終段階を迎えています。また、平成３１年度は自然災害が多発し、なかでも台

風１９号は宮城県内の一部の拠点センターにも甚大な被害をもたらしました。

そればかりでなく、新型コロナウィルスの感染拡大の懸念から、当市において

も公共施設の一部が休館となり、令和２年３月実施予定だった当センターの事

業運営（特に多賀城市シルバーワークプラザ自主事業の一部中止等）にも少な

からず支障をきたしました。令和２年度に入ってからも全世界的に感染拡大が

続いており、我が国では４月７日に『緊急事態宣言』が発令されましたが、未だ

に終息の目途はたっていません。 

さて、シルバー人材センターは、例年にも増して、少子高齢社会を支える中核

として、今後とも雇用・就業分野や社会参加・生きがい対策としての積極的な事

業推進を強く期待されています。当センターでは、この期待に応えるため、取り

組むべき数々の公益目的事業の中でも、「安全就業の徹底」は言うまでもなく、

「会員増強」と「就業機会の拡大及び提供」というシルバー事業の根幹に関わる

課題に取り組んでまいりました。平成３１年度の目標は、会員数５６５人、契約

合計金額を１億８千８百万円以上にすることでした。結果は、「安全就業の徹底」

に関しては、事故総数では３件減少したものの労災事故は４件も発生してしま

いました。残念ながら道半ばと言わざるを得ません。「会員数」は、前年度末を

１１人上回ったものの５４２人、契約金額においては、企業との契約交渉を積

極的に行った結果、請負・委任契約と派遣契約を合わせた合計金額は、約１億８

千７百５９万円となり、目標額を若干下回ったとは言え、前年度を１千百７２

万円ほど上回りました。中でも請負・委任事業は、前年度実績比での減少傾向か

ら３年ぶりに脱することができました。このことは、平成２９年度当初から、国

のガイドラインに沿って推進してきた適正就業対策が適切に行われ、派遣事業

への円滑な移行が終了したことを意味します。また、派遣事業の受託金額は、前

年度比 7.89％の増収となり、国が強力に推進している高齢者活用・現役世代サ

ポート事業を確実に実践している結果となりました。 

 昨年度は、５年ぶりに配分金基準単価を引き上げ、令和元年１０月には、消費

税率の引き上げに伴い内税である配分金単価への転嫁を行いました。このよう

な事業結果を残せたのも、お客様の負担額が増えたにも拘わらず、引き続き当

センターに仕事を依頼してくださった市民・発注者の皆様のおかげであり、そ

の期待に誠実に応えた会員各位の頑張りによるものと確信しております。 

以上、今年度の課題と成果を踏まえ、次年度に向けての事業内容と組織体制

の更なる充実を図るため、以下のとおり事業報告いたします。 



≪事業実績≫ 

１．請負・委任事業 

 平成３１年度 平成３０年度 増 減 前年対比 

会 員 数 542 人 531 人 11 人 102.1％ 

受 託 件 数 2,751 件 2,906 件 △155 件 94.7％ 

就業延人数 21,176 人日 20,604 人日 572 人日 102.8％ 

受 託 金 額 94,832,956 円 89,889,133 円 4,943,823 円 105.5％ 

就 業 率 65.1％ 78.2％ △13.1％ 83.2％ 

※注：上記の就業率算定に係る就業実会員数には、請負・委任事業ばかりでなく、

労働者派遣事業で年間を通して就労した会員 107 名(男 88、女 19)を含む。 

(請負・委任及び派遣の実人員 246 名＋派遣のみの実人員 107 名＝353 名) 

２．労働者派遣事業 

 平成３１年度 平成３０年度 増 減 前年対比 

年度末受託件数  50 件 53 件 △3 件 94.3％ 

就業延人数 16,499 人日 15,842 人日 657 人日 104.1％ 

受 託 金 額 

(含 .連合会手数料 ) 

92,758,037 円 

 

85,976,542 円 

 

6,781,495 円 107.9％ 

Ⅱ．年度目標に対する実績結果 

 １．会員事故：就業中・就業途上の傷害及び賠責事故 ０件 

          ⇒結果：傷害事故５件、賠責事故６件、労災事故４件 

 ２．会 員 数：正会員５６５名(うち女性会員１７０名)に対し 

          ⇒結果：正会員５４２名=達成率９５.９％ 

(うち女性会員１４９名)=達成率８７.６% 

       ：当市の 60 歳以上の人口に対する会員の入会率３％以上に対し 

          ⇒結果：２.８６％＝達成率９５.３％ 

       ：賛助会員３５団体に対し 

          ⇒結果：２３団体=達成率６５.７％ 

３．就 業 率：８０％〔含む．労働者派遣事業〕に対し 

          ⇒結果：６５.１%=達成率８１.４％ 

４．事業実績：受託・独自事業収入金額 93,000,000 円に対し 

         ⇒結果：94,832,956 円=達成率１０２.０％ 

：受託・独自事業就業延人員   21,200 人/日に対し 

          ⇒結果：21,176 人日=達成率９９.９％ 

：労働者派遣事業契約金額  95,000,000 円に対し 

          ⇒結果：92,758,037 円=達成率９７.６％ 

       ：労働者派遣事業就業延人員    18,000 人/日に対し 

          ⇒結果：16,499 人日=達成率９１.７％ 



Ⅲ．事業実施報告【公益目的事業の内容】 

１．就業開拓提供事業 

   ◎今年度は特に 

    ・『受注機会を逃さないために会員増強の促進』  

      ・『量より質を追求=お客様満足度 100％を目指す』 

      ・『就業形態により、契約形態を適正に区分し受注』 

      ・『シルバー事業の基本理念及び設立趣旨の共有』 

     (1)会員の入会促進及び退会抑止の取組み 

   ①「女子会」を立ち上げ、定期的集会と情報交換の場を設け、楽しく仲間

づくり 

    ⇒結果：年３回(8/24、11/2、3/28)実施し、女性会員実人員４１名(延べ

６３名)が参画。 

   ②“視覚に訴える”普及啓発活動の強化 

       ⇒結果：啓発ポスターの掲示及び入会促進チラシ(入会日時、受注職種の

一例等記載)の設置個所の増加を図った。 

   ③入会説明会（月２回）の継続及び入会手続きの迅速化 

       ⇒結果：年２４回実施し、延べ１２４名(男性 76、女性 48)出席。また、

みなし理事会(9/13 第５回理事会)を実施し入会までの時間短縮。 

   ④入会後の迅速な就業機会の提供 

       ⇒結果：新入会員対象の安全講習会終了後、発注者の要望や会員の希望

等を考慮し、出来るだけ早くマッチングできるよう努めた。 

   ⑤サークル活動等生きがい・趣味等の情報提供と活動継続のための裏方

支援 

       ⇒結果：サークル活動情報ラックの活用と勧誘チラシの随時入れ替え。

全世帯配布の会報『シルバー多賀城・新年号』等でのサークル活

動の紹介。 

   ⑥シルバーワークプラザ自主事業の充実と利用登録者への積極的勧誘 

       ⇒結果：まず当センターに足を運んでいただくために多様なメニューを

企画すると共に、特に顔なじみになった利用者に対し、入会し活

躍の場が広がることをアピール。 

   ⑦ハローワークとの連携強化 

       ⇒結果：ハローワーク塩釜並びに多賀城市地域職業相談室に入会促進チ

ラシを常備し、定期的に入替え。また、臨・短・軽就業希望の高

齢求職者に対しては、当センターを紹介してくれるよう要請。 

  (2)請負・委任事業 

      ①「空き家管理」業務及び「お墓清掃サービス」業務を多賀城市の『ふる

さと・多賀城応援寄附指定返礼品』として申請 

     ⇒結果：平成３１年度から登録されたが、ふるさと納税返礼品として



の実績なし。 

②請負・委任で受注できる仕事(植木剪定、襖・障子張り、大工、伐採、

除草、屋内外清掃、筆耕及び委任された業務を会員が自分の裁量で処理

する一般事務等)を積極的にＰＲ。一般家庭就業開拓時、チラシ等をポ

スティング。 

 ⇒結果：営業訪問件数 ２０，５５６件 

         内訳(１)会員獲得推進 １１，１９９件 

           (２)就業機会開拓  ９，１６２件 

           (３)女性就業促進    １９５件 

：ポスター掲示箇所件数 １７１件 

(うち地域班単位普及啓発業務委託箇所８７箇所) 

        ：ＰＲチラシ設置箇所    ８７件 

③除草・植木剪定・伐採等の職種においては、巻込み車による残材運搬・

処理までの一連作業が可能であることをアピールし受注を促す。 

        ⇒結果：受注・問い合わせの際、費用軽減効果を強調し説明。 

   ④「一人暮らしの高齢者」を支える家事援助事業の推進。 

⇒特に、平成２８年度から多賀城市から委託されている新総合事業「介

護予防・日常生活支援事業」に組織的に対応できる体制を整備する。(認

知症サポーター講習会やハウスクリーニング講習会への受講促進継続。

事務局と従事会員との情報交換を強化すると共に、各種研修会へ参加し

技能向上を図る。) 

        ⇒結果：利用者数２３人、従事会員２３人、会員就業延人員 927 人、

受託金額 927,936 円。認知症サポーター講習会（年３回、受

講者延人員２８人）、ハウスクリーニング講習会（年４回、受

講者延人員３７名）を開催し、従事会員を育成。 

＜請負・委任事業：発注者別受注状況＞              （件、％、円） 

 受託件数 受託金額 

発注者別 31 年度 30 年度 増減 前年比 31 年度 30 年度 増減 前年比 

公   共 494 468 26 105.6 40,402,526 36,902,511 3,500,015 109.5 

一般企業 391 421 △30 92.9 14,351,615 12,479,305 1,872,310 115.0 

家庭、個人  1,864 2,014 △150 92.6 39,956,885 40,434,097 △477,212 98.8 

独自事業    2 3 △1 66.7 121,930 73,220 48,710 166.5 

合   計 2,751 2,906 △155 94.7 94,832,956 89,889,133 4,943,823 105.5 

  (3)労働者派遣事業 

    ①新規受注物件については、発注者に対し、派遣事業と請負・委任事業と

の就業形態の違いを説明し、適正な契約形態で受注。 

    ⇒結果：平成２９年度から本格的に交渉を開始し、既受注企業におい

ては、請負・委任事業からの円滑な移行が完了。新規受注物件



については、作業内容や指揮命令の有無等の就労状況により判

断し、適正な形態で受注している。また、新入会員へは、安全

講習会において『適正就業ガイドライン』を配布し周知した。 

   ②派遣契約への移行に際し、大幅な受注量の減少を防ぐため、継続物件

の一部に対し平成２９年度から経過措置として設定していた軽減手数

料率を、連合会の基本手数料である２５％に引き上げる。 

    ⇒結果：宮城県ＳＣ連合会の上限手数料率３０％(平成３１年４月１日

から適用)のところ、当センターでは派遣先事業所と協議し、

本年度から１９％〔当センター13％、連合会 6％〕から２５％

〔当センター18％、連合会 7％〕へ引き上げた。 

   ③就業開拓員による発注者(特に民間企業)への営業活動の継続 

    ⇒結果：企業への丁寧かつ粘り強い交渉により、派遣事業への理解を

深めることができた。平成３１年度は企業４５社(前年度も同

数)と派遣契約し、92,758,037 円の収入実績。 

④就業開拓員等の訪問情報及び会員の自己ＰＲ情報に基づき、相手企業

が求めている具体的人材（技能、キャリア、条件合致など）をタイムリ

ーに提供できる体制作りに努める。 

⇒結果：随時、事務局内で情報を分析し調整。派遣先が求める適任者を

人選し、ミスマッチの解消に努めた。 

   ⑤会員への「電話による就労意向打診」及び「求人情報の提供」等により、

適材適所の人選に努める。 

    ⇒結果：事務局では、常日頃から会員とのコミュニケーションを密に

し、会員の体調や就業意欲等を把握。また、必要に応じて「求

人情報」を発行(年４回、Ｎｏ73～76)し就業条件に対応できる

会員を募り、迅速に対応した。 

   ⑥労働者派遣法等の関係労働法規厳守義務を果たすため、事務局の管理・

事務部門体制を整備する。 

    ⇒結果：臨時職員の中から派遣事業担当者を選任し、契約業務や有給

休暇残日数算出事務等が適正に執行できるよう整備した。 

   ⑦派遣事業・衛生委員会を設置し、派遣先事業所及び派遣会員の就労実

態を把握することにより、参入可能な就労分野の拡大を図る。 

    ⇒結果：「宮シ連多賀城市事業所シルバー派遣事業衛生管理規程」(平成

２９年１２月２１日制定)に基づき、平成３０年度から衛生委

員会を設置し、毎月委員会を開催。就労現場の安全衛生状況等

を確認すると共に、同一派遣先で新たに開拓できる可能性の

ある職種を検討。 

  (4)職業紹介事業 

シルバー正会員の身分のままで、就労を希望する会員がほとんどのた



め、従来どおり労働者派遣事業推進に重点を置いて推進する。 

⇒結果：求人・求職申込がなく、実績なし。 

 

２．普及啓発事業 

   今年度も又、視覚に訴える啓発活動を継続強化する。 

 (1)入会促進のための普及啓発 

①『会員一人、新規会員 1 名確保運動』の推進 

 ⇒結果：総会や地域班会議の場で、会員各位に依頼。３１年度入会者５

５名のうち７名(12.7％)が入会経路「会員・知人」 

②ワークプラザでの自主事業のご案内を行政区回覧板に掲載すると共に、

公共施設に勧誘チラシを常備 

 ⇒結果：奇数月の行政区回覧板に掲載。公共施設７か所に常備。 

③ワークプラザ来館者及び利用登録者、講習会等受講者への積極的勧誘 

  ⇒結果：勧誘に努め、３１年度ワークプラザ新規利用登録者１１６名

(男４５・女７１)のうち、登録後に６名(男４・女２)が入会。 

④平成２８年度から新規に設置した地域班単位の地域連絡所を増設し、

地域啓発拠点とする。〔会員有志の自宅塀等に、入会促進ポスターや発

注促進ポスターを掲示する業務を委託〕⇒８２箇所(30 年度実績)を１

００箇所以上に。 

⇒結果：5/13 開催の第１回地域班長会議にて趣旨・委託仕様内容を説 

明。会員との合意を得て、地域班長が地域連絡所を選定し申

請。また、12/26 開催の第２回地域班長会議にて適正な執行を

依頼。〔会員宅５世帯に付き１件の割合とし、実績は８７箇所

(前年度８２箇所)〕 

⑤会員が就業している仕事内容及び入会説明会日時を掲載した入会促進

チラシを全世帯配布 

 ⇒結果：入会促進を図るため、就業開拓員が各地域を巡回し配布。 

⑥会員の生き生きとした情報を満載したシルバー会報『新年号』の市内

全戸配布 

 ⇒結果：年末、地域班長に依頼し 23,162 部を配布。 

⑦ホームページによる情報公開 

 ⇒結果：6/24 付「情報公開(平成３０年度事業報告・決算報告、平成３

１年度事業計画、収支予算書、役員名簿)」、「お客様満足度ア

ンケート調査結果(Ｈ30 年度分)」、1/17 付「会報・シルバー多

賀城第 91 号」、3/10 付「入会説明会の日程」及び「ワークプ

ラザ技能講習会・各種教室のご案内」を更新。 

⑧「市政だより」に入会説明会のご案内掲載 

 ⇒結果：入会説明会開催の日時、場所、連絡先等を毎月掲載。 



⑨企業・商店・掲示板等への入会促進ポスターを継続掲示 

    ⇒結果：≪ポスター掲示箇所数(除く.会員自宅等の地域啓発拠点)≫ 

              １．行政機関６８箇所(地区公民館、体育館、地区集会所、屋

外掲示板等) 

         ２．企業・商店１６箇所(大代生協、ビッグ多賀城店、医療機

関、美容院、コンビニ、個人商店等) 

   ⑩地域貢献ボランティア活動及び会員同志の絆強化事業の実施(春＝地

域班単位での活動、秋＝全体での活動) 

⇒結果：５月～７月地域班長の企画・運営により、地域班ごとの「春の

清掃奉仕活動」を実施。参加会員数１６７名。 

：会員有志の企画・運営により、10/20(日)全体での「秋の清掃    

奉仕活動及び芋煮会」を実施。 

         奉仕活動参加会員数１１３名、芋煮会参加会員数９９名。 

   ⑪取引協力企業等に対し、賛助会員への加入促進 

    ⇒結果：開拓員が企業訪問時、随時交渉(ポスター等掲示協力企業、業

務取引継続企業、物品購入先企業等)。しかし、新規入会はお

ろか、経営難や統廃合等により賛助企業の退会が増加。入会し

ていただくメリットとして、会報新年号(第 91 号)に『賛助会

員紹介』ページを設けて市民に紹介。 

   ⑫新規サークル活動の発掘と積極的な情報発信 

    ⇒結果：会報第 91 号(1/1 全世帯向け)で「当センターへの入会・サー

クル活動へのお誘い」を掲載。また、事務局専用ラックにパン

フレットを常備し情報提供。 

 (2)就業機会開拓のための普及啓発 

  ①発注者への最も効果的な普及啓発の方法は、発注者に満足してもらえ

る仕事をすること。＝“あなたなら任せられる”と思ってもらえる人間     

関係の構築こそが大切。 

   ⇒結果：会員各位も事務局も努力したはず。「お客様満足度調査」では、  

      「会員の仕事ぶり」＝丁寧 75％、普通 23％、雑 2％、無回答 0 

「仕事の出来具合」＝良い 69％、普通 25％、悪い 5％、他 1％ 

      「会員の応接態度」＝良い 81％、普通 18％、悪い 1％、他 0％ 

      「職員の対応態度」＝良い 61％、普通 33％、悪い 1％、他 5％ 

      「料金」＝割安 76％、普通 18％、割高 2％、他 4％ 

      調査結果は、令和２年４月にホームページで公開。 

②公共施設・企業・商店等へのＰＲチラシの配布及び常備 

  ⇒結果：プラザ内には、当センター会報や発注を促すチラシ等を常備。 

また、公共施設や企業・商店等にチラシを常備し定期的に部数

補充。 



③会員による市内商業施設店舗前での普及啓発活動 

⇒結果：3/15(日)16：00～１０カ所で実施予定だったが、新型コロナウ

ィルス感染拡大の懸念を払拭できず、やむなく中止。 

④「多賀城市民市」へ出店し、独自事業の展示販売 

⇒結果：11/23(土・勤労感謝の日)手工芸サークル『はまなすの会』が出

店し 71,930 円の売上。 

⑤多賀城市シルバーワークプラザでの手芸品の展示販売 

    ⇒結果：ワークプラザ利用登録者である当センター会員が製作した手

芸品を展示室内ショウケースに展示したが、売上なし。 

⑥ボランティア活動〔市内清掃活動＝春・秋〕の実施 

 ⇒結果：前述のとおり年２回実施。市民への感謝を表現。 

（シルバー人材センター事業普及啓発月間 10/1～31) 

   ⑦春夏秋冬の簡易パンフレット“こんな仕事もお任せくださいＰＲ”を

発注者への請書送付時同封 

⇒結果：春夏秋冬の簡易パンフレット活用。また、発注者への請求書送

付時に同封。 

   ⑧『会員一人一人が営業マン運動』の推進 

    ⇒結果：機会あるごとに会員各位へ「知り合い等へのお誘い」を依頼。 

⑨会員にはシルバー人材センターの基本理念「自主・自立・協働・共助」

の再認識、市民の皆さんにも理念を共有して頂く普及啓発の強化 

    ⇒結果：企業及び市民の皆さんとの会話の中で、当センターへ発注し

て頂くことは、労働力の提供だけを目的とするものではなく

数々の社会的意義があることを説明し理解を求めた。 

 

◎ 平成３１年度入会者数 ５５人（男３５人、女２０人） 

＜年齢別＞                         （人、％） 

 男 女 合 計 比 率 

60～64 歳 ４ ３ ７ 12.7 

65～69 歳 １３ ９ ２２ 40.0 

70～74 歳 １４ ６ ２０ 36.4 

75～79 歳 ２ ２ ４ 7.3 

80 歳～ ２ ０ ２ 3.6 

合     計 ３５ ２０ ５５ 100.0 

＜入会経路＞                        （人、％） 

   男 女 合 計 比 率 

公 共 機 関 １１ １０ ２１ 38.2 

会 員 ・ 知 人 ３ ４ ７ 12.7 



マ ス コ ミ ０ ０ ０ 0.0 

センターの広報 ２１ ６ ２７ 49.1 

そ    の   他 ０ ０ ０ 0.0 

合     計 ３５ ２０ ５５ 100.0 

＜入会動機＞                        （人、％） 

   男  女 合 計 比 率 

生きがい、社会参加 ７ ６ １３ 23.6 

仲間作り ０ １ １ 1.8 

時間的余裕 ７ １ ８ 14.5 

健康維持・増進 １４ ９ ２３ 41.9 

経済的理由 ７ ３ １０ 18.2 

そ の 他 ０ ０ ０ 0.0 

合    計 ３５ ２０ ５５ 100.0 

 

◎ 平成３１年度退会者数 ４４人（男２８人、女１６人） 

＜退会事由＞                        （人、％） 

 男 女 合 計 比 率 

病気のため（本人）  １２ ５ １７ 38.7 

シルバー事業を通じて就職  ０ ０ ０ 0.0 

そ の 他 で 就 職 ２ ０ ２ 4.5 

死             亡 ２ １ ３ 6.8 

転              出 ０ ０ ０ 0.0 

希望する仕事がない  ２ １ ３ 6.8 

就業機会提供不足  １ １ ２ 4.5 

家庭の事情（介護等） １ ４ ５ 11.4 

会   費   未   納 １ ０ １ 2.3 

加             齢 ４ ３ ７ 15.9 

他団体等への加入  ０ ０ ０ 0.0 

センター運営に対する不満  ０ ０ ０ 0.0 

未     回     答 １ ０ １ 2.3 

そ     の     他 ２ １ ３ 6.8 

合      計 ２８ １６ ４４ 100.0 

 

３．研修・講習事業 

      市内居住の高年齢者に広く受講を呼びかけ、人材育成のための技能講

習会を開催し、質の高い技術・技能を提供するよう努める。 

また、多賀城市シルバーワークプラザを有効活用し、自主事業として各



種技能講習会及び社会参加促進事業を実施する。 

 (1)技能職希望会員(含.ワークプラザ利用登録者)対象 

技能習得による就業機会の獲得・拡大を図るための技能講習会(襖張

り・障子張り、クロス張り、網戸張り、植木剪定、塗装、ハウスクリーニ

ング、刈払い機械操作・整備、実用書道、普通救急・救命)の実施 

   ⇒結果：クロス張り講習会は、受講申込者が少数のため中止となったが、

その他８種目は全て実施。 

 (2)正会員対象 

    当センター会員として、身につけておかねばならない知識等の情報提

供(安全就業、接遇マナー、シルバー理念認識等)。 

    また、新入会員対象に「認知症サポーター」「ハウスクリーニング」講

習会の受講義務付け。 

     ⇒結果：「安全就業関係」＝7/31 発行の会報第 89 号で「≪安全だより≫

皆さんの安全と健康が最優先です」、10/31 発行の会報第 90 号

に産業医の講話要旨「生活習慣病を予防する生活習慣＝一無(い

ちむ)、二少(にしょう)、三多(さんた)」を同封し情報提供。また、

2/14 開催の安全衛生講習会で『安全就業の心得・みんなで守ろ

う１０ヶ条』を解説し注意喚起。 

：「接遇・マナー」＝2/14 開催の安全衛生講習会でビデオ『のぞま

しいコミュニケーションのために』を教材として研修。 

：「シルバー理念認識」＝地域班会議等で事務局職員が説明。 

：「交通安全」＝2/14 開催の安全衛生講習会でビデオ『点灯せ！心

のヘッドライト～歩行者との交通事故を防ぐ運転の心得～』放映。 

      また、新入会員対象に「認知症サポーター」「ハウスクリーニング」

講習会受講を義務付け、今年度はそれぞれ３回実施(３月予定分は中止)。 

  (3)正会員及びその他の市内高齢者対象 

   ①社会参加を促進するための生きがい対策教室(パソコン、手芸、英会話、

料理、日曜大工、囲碁・将棋、グランドゴルフ、パステル画、絵手紙、

折り紙、着物着付け、生け花等)の開催 

    ⇒結果：「絵手紙教室」は実施できなかったが、その代わり「俳句教室」

を開催し、全１２種目は実施。 

   ②自動車誤操作等による高齢者関連の交通事故が多発しているので、自

動車運転実技適性診断講習会を実施 

    ⇒結果：1/29～31(３日間連続)実施し、９５名受講。 

  (4)一般労働者派遣事業で雇用される正会員対象 

派遣作業内容により必要とされる技能や職場環境を良好にするための

知識を身に付ける研修会の実施(派遣先での研修会を含む) 

   ⇒結果：受注した派遣事業の作業内容は、特別な技能を要しないものが



ほとんどであり、当センター独自では技能付与を目的とした研

修会は未実施。その他、派遣先企業で実施する研修会(安全就業、

接客マナー等)には積極的に参加。 

      ：7/5、9/13、11/28 塩釜地区資源化組合(派遣先)主催。 

      ：２・３ヶ月に１度、キリン＆コミュニケーションズ㈱主催。 

《地域高年齢者対象の多賀城市シルバーワークプラザ自主事業》 

【新型コロナウィルス感染防止のため、令和２年３月開催予定分は中止】 

 技能講習・教室名 開催日数 延受講者数 

１ 襖・障子張り ５日 １１人 

２ 網戸張り    ２日 ３人 

３ クロス張り 中止 ０人 

４ 植木剪定 ２日 ８人 

５ 塗  装 ４日 ８人 

６ ハウスクリーニング ４日 ３７人 

７ 刈払・チェーンソー操作、整備 １日 ５人 

８ 実用書道 ２２日 １８３人 

９ 普通救急・救命 １日 ４人 

１０ 自動車運転適性診断 ３日 ９５人 

１１ パソコン(初級) ３３日 ３３８人 

１２  パソコン(中級) ２７日 ３０４人 

１３ パソコン(応用) ６日 １０５人 

１４ ウッドクラフト〔日曜大工〕 ４３日 ３８５人 

１５ 英 会 話 ２２日 ３６５人 

１６ 手  芸 ２２日 ３９０人 

１７ 俳  句 １０日 ８７人 

１８ 囲碁・将棋 ４４日 ３３８人 

１９ 折 り 紙 ２日 ２４人 

２０ 着 付 け １日 ６人 

２１ オイルパステル画 ４日 ２３人 

 ２２ 生 け 花 ４日 １３人 

２３ 料理・健康 

(中央公民館調理室にて) 

１１日 １６６人 

２４ グランドゴルフ 

(多賀城市中央公園にて) 

１９日 ５５３人 

合     計   ２９２日 ３，４５１人 

※上記の回数及び延受講者数には、各技能講習・教室に係る連絡調整会議等の

出席人員数は含まない。 



４．調査研究事業 

 (1)すべての正会員対象 

    新規サークルの立ち上げ及びサークル活動への参加を促す。また、高齢

者志向の把握及び多様化に向けての方法等を調査研究する。 

⇒結果：2/8(土)第１回『ダンス・太極拳サークル』立ち上げのための情

報交換会を開催(会員８名、職員１名出席)。2/22(土)同サークル

第２回情報交換会を開催(会員７名、職員１名出席)し、様々なダ

ンススタイルの体験会を通して情報収集しサークルとして活動

していくことを確認。第３回目の情報交換会を 3/21(土)に開催

予定していたが、コロナウィルスの影響で中止となったが、今

後は会報等で参加を呼び掛けていく予定。 

既存のサークルに関しても、会報や「サークル活動情報」ラック

を活用し、会員募集中！ 

  (2)未就業会員対象 

    未就業会員への聴き取り調査を実施し、就業希望の方々には、より的確

な就業機会の提供に繋げ、就業目的以外の方々には、地域班活動やサーク

ル活動、ボランティアなどの社会参加活動への参画を促す。 

⇒結果：令和２年１月５日現在の未就業会員１９２名に対し、１月下旬か

ら順次、電話で聞き取り調査(働けない主な理由、希望する仕事

内容、今後の見込み等)を実施し、併せて健康状態や就職状況を

確認した。未就業理由の上位は、「シルバー以外で就職・アルバ

イト中（32.3％）」、「希望する仕事なし（23.4％）」、「体調不良

（19.8％）」。その他、本人納得の上で未就業の方が多数。 

  (3)一部の７０歳未満新入会員対象 

    技能職種後継者発掘のため、書面による意向調査(興味の有無、経験年

数、今後の意思確認等)を実施 

   ⇒結果：平成３１年１月１日から令和元年１２月３１日までに入会した

７０歳未満の男性会員１８名を対象に、５職種(襖張り、障子張

り、網戸張り、クロス張り、植木剪定)に関する就業意欲・経験

等の有無を問う調査を１月２４日(回答期限２月９日)に書面に

て実施。その結果、３名(うち２名は就職中)から回答〔希望職種

(複数回答)＝襖１名、障子２名、網戸２名、クロス張り２名、植

木剪定２名〕あり。 

  (4)発注者(企業、一般家庭)対象 

発注者に対するサービス向上を図るため、お客様満足度調査(発注理由、

仕事の仕上がり評価、会員及び事務局職員の応接態度、その他意見・要望

等)の実施 

また、その調査結果の一部を当センターホームページに掲載し、市民の



皆さんに公表する。 

   ⇒結果：平成３１年４月～１２月に当センターを利用した中から無作為

に抽出した一般家庭１３０件(うち３１年度新規利用１０件 )及

び企業１４件(うち３１年度新規利用５件)を対象に、郵送による

アンケート調査を令和２年１月２７日 (希望投函期限２月１２

日)に実施。回答件数８２件(一般家庭７４件、企業８件)で回答

率５７％。調査結果は、令和２年４月にホームページにて公表。 

      (5)多賀城市主導の総合事業(介護予防及び日常生活支援事業等)の熟知と

積極的参画 

受託から４年目の実績を基に、当センターが今後果たすべきサービス

提供内容及び課題(就業現場での問題点、如何にすれば従事会員を安定的

に確保できるのか等)を調査研究する。 

⇒結果：認知症サポーター講習会の受講による従事資格の取得を促し、

日常生活支援事業を２３件受託 (就業会員実人員２３名)。課題

解決のため、包括支援センター・市と協議。 

 

５．相談事業 

    仕事や生きがいに関する高年齢者の疑問や悩みを解消するため、適切

なアドバイスを提供。 

  (1)正会員対象 

    ①請負・委任契約に基づく就業相談(随時) 

②派遣元責任者による労働者派遣事業契約に基づく就労相談(随時) 

③職業紹介事業紹介責任者による職業紹介事業契約に基づく紹介相談

(随時) 

④サークル活動やスムーズな加入促進に関する相談 

        ⇒結果：ワークプラザ来館者及び会員からの就業等に関する以上４項

目の相談については、職業紹介事業紹介責任者や派遣元責任

者であるセンター職員が随時応対。 

(2)市内高齢者対象 

    ①シルバー事業内容概要説明会の開催(毎月２回) 

 ⇒結果：原則・第２・第４水曜日に実施し、シルバー事業の趣旨・概

要等を説明し、入会及び地域貢献を促した。 

    ②技能習得及び社会参加活動に関する相談(随時) 

    ③就業・就労に関する相談(随時) 

    ④その他、相談先窓口の検索・アドバイス 

 

６．安全就業推進事業 

  シルバー事業推進にあたっては、会員の安全及び健康が最優先課題。会



員が健康で安全に就業できるよう、健康増進や安全就業に関する情報をで

きる限り提供する。 

また、会員一人一人が守るべき事項を十分理解し、安全に対する共通認

識を高め、チームプレーを最大限に発揮できるよう、グループ内でのミー

ティングの強化を促す。 

  (1)『命を守るミーティング用シート』の完全履行 

⇒結果：安全部会員等による現場巡回時に活用状況を確認するが、完璧

に履行している班もあれば、未実施の班(作業前のミーティング時にチ

ェックせず、後でまとめて記入)もあり。会員各位においては、作業現

場でのミーティングの必要性は認識しているようだが、習慣化されて

いない。職域班(植木剪定班、機械刈り除草班)の所属会員全員が集まる

「春先とお盆明け後の出発式」において、毎日現場で班長からの発声

を待つのではなく、各班員からもミーティング実施を呼びかけるよう

要請【約束】した。 

(2)就業時の安全一声運動の励行(常時) 

⇒結果：就業前ミーティングの実施や“気をつけて”の声掛け励行推進。

事務局では、安全部会現場巡回指導時、各種会議開催時、事務局

窓口にて随時呼びかけた。 

(3)新入会員対象に安全講習会開催(入会承認の都度) 

 ⇒結果：理事会で入会承認後、随時開催。 

(4)安全部会員及び役職員による就業現場の巡回パトロール(年数回)及び

安全指導の徹底(随時) 

⇒結果：７月～１２月にわたり計１０回、作業現場６４箇所(植木 34、機

械刈り除草 12、塵芥車 2、伐採 3、集草 4、側溝上げ 1、派遣先

企業 8)を巡回。チェックリストを基に点検し、安全に作業してい

ることを確認すると共に、問題があれば、その場で指摘し改善を

促した。 

(5)安全意識喚起のための職域班(植木剪定、機械刈り除草)所属会員に対す

る出発式の開催(春先及び盆明け) 

     ⇒結果：１回目春先(植木剪定班 H31.3/7、機械刈り班Ｒ1.5/7)実施済 

２回目盆明け(植木剪定班Ｒ1.8/19、機械刈り班Ｒ1.8/19)実施済 

(6)安全部会と職域各班長との安全作業検討合同会議の開催(植木剪定職域

５班、機械刈り除草職域５班) 

 ⇒結果：2/19 に植木剪定職域班(５グループ)、2/21 に機械刈り職域班(５

グループ)を対象に開催し、安全巡回結果や事故発生状況を検証

し、事故の再発防止策等を議論し、各班が徹底することを確認。 

(7)職域班による安全衛生管理計画書の策定及び職域別安全手順書等の随

時改定と従事会員に対しての周知徹底 



⇒結果：年度初めに、職域班長が安全対策計画書を策定し、所属会員全員

で厳守することを確認。また、今年度は見直しの必要性がなかっ

たため安全手順書は未改定。 

 

☆【所属会員全員が心に誓った平成３１年度安全スローガン】 

◎植木剪定職域班 

    『互いに声をかけあい、 

チームワークを高めて安全作業をします。』 

      ⇒結果：植木班は、会員傷害事故１件(前年度は３件) 

   ◎機械刈り職域班 

    『物損事故・傷害事故ゼロ、 

       安全第一、自分勝手な判断で行動しません。』 

    ⇒結果：機械刈り班は、会員傷害事故２件(前年度は０件)、 

        賠責事故４件(前年度は１件) 

(8)機械刈り除草・石飛ばし危険個所の受注見直し 

 ⇒結果：現場の状況により、石飛ばし危険個所(住宅隣接地、駐車場内等)

は、手刈り除草でのみ受注。 

(9)機械刈り除草・石飛ばし防止対策の徹底 

 ⇒結果：機械刈り除草職域班長との週１回の打合せにおいて、次週の作業

現場状況及びネット張り配置を確認。 

(10)派遣事業・衛生委員会の開催と情報提供 

⇒結果：労働安全衛生法に基づき、平成３０年度から衛生委員会 (５名構

成)を設置。毎月１回委員会を開催し、労働災害や健康障害を防

止する対策や健康保持に関する安全衛生活動を展開。また、委員

会の議事録や産業医による健康講話の内容は、施設内『安全掲示

板』に掲示し周知。今年度も安全衛生教育の一環として安全衛生

講習会を 2/14 に実施し、会員７８名(男性 58 名、女性 20 名)が

受講。 

  (11)安全就業、健康管理等に関する「安全だより」の発行及び配布(会報内

コーナーにて掲載) 

⇒結果：会報・シルバー多賀城第８９号(7/31 発行)に、安全だより『皆さ

んの安全と健康が最優先です』を掲載。 

：会報・シルバー多賀城第９０号(10/31 発行)に、当ＳＣ安全標語

選考結果及び優秀賞作品(香月正四会員受賞)を掲載。また、宮城

県ＳＣ連合会安全就業表彰結果(機械刈り除草班の佐藤良四男会

員受賞)を掲載。 

(12)塵芥車両に係る安全操作講習会の開催 

 ⇒結果：㈱モリタエコノスの協力により、塵芥車両による残材処理業務 



に従事する会員５名(うち新人１名)を対象に、3/9 安全操作講習

会を開催。 

(13)運転業務従事会員及び事務局職員に対するアルコール度チェック検査

の実施(毎日) 

   ⇒結果：毎日必ず実施し、記録として保存。 

(14)市の健康診断受診及び治療の徹底の奨励 

 ⇒結果：新入会員対象の安全講習会で健康管理の重要性を説明。また、 

「安全・適正就業規程」の中でも健康診断受診を義務化。 

   (15)施設内の簡易血圧測定器利用促進 

    ⇒結果：受付カウンター前に設置し、声掛けによる利用促進実施。 

  (16)事務所内壁に『事故発生状況』を掲示し、注意喚起 

   ⇒結果：事務室内壁ではなく、廊下壁面「安全掲示板」に掲示。当センタ

ー会員が関わった傷害事故及び賠責事故の発生状況を知ること

により事故を身近なものとして感じ、“自分も気をつけなければ”

という意識を喚起した。 

  (17)職域班グループ長に「事故発生状況」を配布し、その都度所属会員に伝

達説明する体制整備 

   ⇒結果：定期グループ長打合せ会議時に、口頭で事故発生状況を説明し

班員への伝達徹底。 

(18)全国安全週間(７月)に合わせ、会員各位に安全標語等を募集し、優秀

作品をワークプラザ内に展示 

⇒結果：7/22 全会員宛て募集通知発送(8/5 必着)。８月上旬、安全部会に

て優秀作品を選考し、優秀賞『変わる職場に 変わらぬ基本  リ

スクを見直し標準作業』(笠神東地域班所属 香月正四会員)に決

定。横断幕を令和３年７月頃までワークプラザ研修室に展示中。 

＜事故発生状況＞                         （件） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

１ 傷害事故  ５ ４ ５ １３    ５ 

 （就業途上）  （０） （０） （０） （０） （１） 

（就  業 中）  （５） （４） （５） （１３） （４） 

２ 賠償責任事故     ４ １１ ４ ４ ６ 

 （対 人）  （０） （０） （０） （０） （０） 

（対 物）  （４） （１１） （４） （４） （６） 

３ 労災事故  ０ ０ １  ０    ４ 

 （就業途上）  （０） （０） （０） （０） （１） 

（就  労 中）  （０） （０） （１） （０） （３） 

合   計  ９ １５ ９ １７ １５ 



７．指定管理者としてのワークプラザの適正な運営 

当センターは、平成２２年度から多賀城市シルバーワークプラザの指定管

理者に認定され、現在３期目となる平成３０年度から平成３４年度までの５

年間の管理運営を託されている。当センターは、「多賀城市シルバーワーク

プラザ指定管理者基本協定書（平成３０年２月）」に基づき、就労や地域活

動など高齢者の活動機会を創出、支援することにより、高齢者の生きがいや

健康づくりなどに寄与するため、今後とも適正な運営に努める。 

⇒結果：新型コロナウィルス感染拡大を防止するため、令和２年３月実施予

定の社会参加きっかけ部門の全教室を中止としたにもかかわらず、

第３期指定管理期間の２年目となる平成３１年度は、利用登録者  

総数が１年間で１１６人増え 2,368 人。延べ利用者数は、３３８人

増の 12,836 人〔除く．料理・健康教室１６６人、グランドゴルフ

５５３人〕。自主事業として、技能講習会部門８種、社会参加きっ

かけ部門１２種を実施した。 

 

 ８．組織運営体制の充実と事務の効率化 

   公益法人としての組織を維持するため、健全で安定した財政基盤の確立

はもちろん、理事会、専門部会（安全部会、広報部会）、派遣事業衛生委員

会、地域班、職域班等の活動において、役職員及び会員の積極的な協議を重

ね、より一層地域社会に開かれた事業運営に努める。 

本年度も、会員の就業・就労環境の向上や事業の拡大に全力で取り組むと

共に、事務局体制の充実と事務作業の合理化を図りながら、経費節減に努

め、効率化を高める。 

⇒結果：理事会、専門部会、地域班、職域班等の活動において、役職員及び

会員の積極的な協議を重ねながら、シルバー事業の浸透に努めると

共に、事務の簡素化・効率化による予算の適正な執行に努めた。ま

た、シルバーワークプラザ事業を通して、地域社会の高年齢者が参

画しやすい組織運営に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３１年度事業報告の付属明細書 

 

 平成３１年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施

行規則」第３４条第３項に規定する付属明細書「事業報告の内容を補足する重

要な事項」がないため、事業報告の付属明細書は作成していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


